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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年3月24日(2016.3.24)

【公表番号】特表2016-500982(P2016-500982A)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月2日(2016.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスにおいて、前記モバイルデバイスの複数の受信機チェーンの各々につ
いて観測された干渉レベルを検出することと、
　前記複数の受信機チェーンについて前記観測された干渉レベルの不平衡を検出したこと
に応答して、前記不平衡を示すために適応されるサウンディング基準信号、ＳＲＳ、をプ
リコーディングすることと、
　前記プリコーディングされたＳＲＳを送信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ＳＲＳを前記プリコーディングすることがダウンリンク動作をターゲットにする、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プリコーディングが、前記複数の受信機チェーンのうちの１つまたは複数の不平衡
受信機チェーンのための送信電力を補償するための指示をさらに含み、ここにおいて、前
記指示が前記検出された不平衡に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記プリコーディングされたＳＲＳが、第１の仮想アンテナポートを使用して処理され
、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳが、第２の仮想アンテナポートを使用して
処理され、ここにおいて、前記第１の仮想アンテナポートと前記第２の仮想アンテナポー
トとが別個である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記プリコーディングされたＳＲＳと、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳと
が、同じ仮想アンテナポートを使用して処理されるとき、前記プリコーディングが物理ア
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ップリンク共有チャネルにも適用される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記モバイルデバイスにおいて、最大電力のしきい値レベル内の送信電力を検出するこ
とと、
　前記検出することに応答して、前記モバイルデバイスにおいて前記プリコーディングを
無効にすることと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　干渉が推定される各基準信号について、ダウンリンク動作をターゲットにする追加のＳ
ＲＳをプリコーディングすることと、
　前記追加のプリコーディングされたＳＲＳを送信することと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　モバイルデバイスにおいて、前記モバイルデバイスの複数の受信機チェーンの各々につ
いて観測された干渉レベルを検出するための手段と、
　前記複数の受信機チェーンについて前記観測された干渉レベルの不平衡を検出したこと
に応答して実行可能な、前記不平衡を示すために適応されるサウンディング基準信号、Ｓ
ＲＳ、をプリコーディングするための手段と、
　前記プリコーディングされたＳＲＳを送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項９】
　前記ＳＲＳをプリコーディングするための前記手段がダウンリンク動作をターゲットに
する、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記プリコーディングが、前記複数の受信機チェーンのうちの１つまたは複数の不平衡
受信機チェーンのための送信電力を補償するための指示をさらに含み、ここにおいて、前
記指示が前記検出された不平衡に基づく、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プリコーディングされたＳＲＳが、第１の仮想アンテナポートを使用して処理され
、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳが、第２の仮想アンテナポートを使用して
処理され、ここにおいて、前記第１の仮想アンテナポートと前記第２の仮想アンテナポー
トとが別個である、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プリコーディングされたＳＲＳと、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳと
が、同じ仮想アンテナポートを使用して処理されるとき、前記プリコーディングが物理ア
ップリンク共有チャネルにも適用される、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記モバイルデバイスにおいて、最大電力のしきい値レベル内の送信電力を検出するた
めの手段と、
　検出するための前記手段に応答して実行可能な、前記モバイルデバイスにおいて前記プ
リコーディングを無効にするための手段と
をさらに含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　干渉が推定される各基準信号について、ダウンリンク動作をターゲットにする追加のＳ
ＲＳをプリコーディングするための手段と、
　前記追加のプリコーディングされたＳＲＳを送信するための手段と
をさらに含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムであって、請求項１から７に記載の方法のうちのいずれかにし
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たがって方法を実行するための命令を備える、コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　[00112]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるようにするために提供したものである。本開示への様々な修正は当業者に
は容易に明らかとなり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸
脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明し
た例および設計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に
合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　モバイルデバイスにおいて、前記モバイルデバイスの複数の受信機チェーンの各々につ
いて観測された干渉レベルを検出することと、
　前記複数の受信機チェーンについて前記観測された干渉レベルの不平衡を検出したこと
に応答して、前記不平衡を示すためにサウンディング基準信号（ＳＲＳ）をプリコーディ
ングすることと、
　前記プリコーディングされたＳＲＳを送信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記ＳＲＳを前記プリコーディングすることがダウンリンク動作をターゲットにする、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記プリコーディングが、前記複数の受信機チェーンのうちの１つまたは複数の不平衡
受信機チェーンのための送信電力を補償するための指示をさらに含み、ここにおいて、前
記指示が前記検出された不平衡に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記プリコーディングされたＳＲＳが、第１の仮想アンテナポートを使用して処理され
、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳが、第２の仮想アンテナポートを使用して
処理され、ここにおいて、前記第１の仮想アンテナポートと前記第２の仮想アンテナポー
トとが別個である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記プリコーディングされたＳＲＳのために前記第１の仮想アンテナポート上の第１の
シンボルを使用することと、
　アップリンク動作をターゲットにする前記ＳＲＳのために前記第２の仮想アンテナポー
ト上の第２のシンボルを使用することと、ここにおいて、前記第１のシンボルと前記第２
のシンボルとが異なる、
をさらに含む、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記プリコーディングされたＳＲＳと、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳと
が、同じ仮想アンテナポートを使用して処理されるとき、前記プリコーディングが物理ア
ップリンク共有チャネルにも適用される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記モバイルデバイスにおいて、最大電力のしきい値レベル内の送信電力を検出するこ
とと、
　前記検出することに応答して、前記モバイルデバイスにおいて前記プリコーディングを
無効にすることと
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をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記モバイルデバイスによって、前記指示に応答して、前記１つまたは複数の不平衡受
信機チェーンに適用すべき電力補償を示す制御信号を受信することと、
　前記モバイルデバイスにおいて、前記モバイルデバイスの送信電力を検出することと、
　前記１つまたは複数の不平衡受信機チェーンに前記電力補償の割合を適用することと、
ここにおいて、前記割合は、前記送信電力が前記モバイルデバイスの前記最大送信電力に
どのくらい近いかに基づいて判断される、
をさらに含む、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記プリコーディングが、前記不平衡の共分散行列に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記モバイルデバイスが、多入力多出力（ＭＩＭＯ）能力なしのアンテナ選択対応モバ
イルデバイスであり、ここにおいて、前記プリコーディングが、前記共分散行列に対応す
る対角行列に少なくとも部分的に基づく、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記モバイルデバイスが、多入力多出力（ＭＩＭＯ）能力なしのアンテナ選択対応モバ
イルデバイスであり、
　前記方法は、
　前記モバイルデバイスによって、前記指示に応答して、前記１つまたは複数の不平衡受
信機チェーンに適用すべき電力補償を示す制御信号を受信することと、
　前記モバイルデバイスによって前記制御信号を無視することと
をさらに含む、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１２］
　干渉が推定される各基準信号について、ダウンリンク動作をターゲットにする追加のＳ
ＲＳをプリコーディングすることと、
　前記追加のプリコーディングされたＳＲＳを送信することと
をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　基地局から、前記プリコーディングされたＳＲＳに適用すべき前記プリコーディングを
示すプリコーディングされたＳＲＳベクトルを受信すること
をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　単一のサブフレーム中で複数の非周期ＳＲＳトリガを受信することと、ここにおいて、
前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルが前記複数の非周期ＳＲＳトリガとともに受
信される、
　前記複数の非周期ＳＲＳトリガが異なるプリコーディングされたＳＲＳベクトルを示す
ときにエラーを示すことと
をさらに含む、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　単一のサブフレーム中で複数の非周期ＳＲＳトリガを受信することと、ここにおいて、
前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルが前記複数の非周期ＳＲＳトリガとともに受
信される、
　同じサブフレーム中で受信された前記複数の非周期ＳＲＳトリガのうちの最後に関連付
けられた前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを選択することと
をさらに含む、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記送信することが、
　複数のサブフレーム上で前記プリコーディングされたＳＲＳを送信すること
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を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記プリコーディングされたＳＲＳが、前記複数のサブフレームの各々について同じ送
信パラメータを使用して送信される、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記プリコーディングされたＳＲＳの一部分が複数のサブフレームの各々上で送信され
る、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記複数のサブフレームが構成可能および所定のいずれかである、Ｃ１６に記載の方法
。
［Ｃ２０］
　前記複数のサブフレームが、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）のための送
信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリング動作にリンクされた、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記プリコーディングされたＳＲＳが、サウンディングのために使用される復調基準信
号（ＤＭ－ＲＳ）を含む、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２２］
　基地局によって、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のためのプリコーディングされ
たサウンディング基準信号（ＳＲＳ）ベクトルを判断することと、ここにおいて、前記判
断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルが、
　　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルをＵＥごとに判断すること、
　　周波数分割複信（ＦＤＤ）システムまたは時分割複信（ＴＤＤ）システムのうちの少
なくとも１つに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にすること、お
よび
　　非周期ＳＲＳのみに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にする
こと
のうちの１つを含み、
　前記基地局から前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに前記判断されたプ
リコーディングされたＳＲＳベクトルを送信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２３］
　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルがダウンリンク動作をターゲットにする、
Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記基地局が単一のプリコーディングされたＳＲＳベクトルを判断する、Ｃ２２に記載
の方法。
［Ｃ２５］
　前記基地局が複数のプリコーディングされたＳＲＳベクトルを動的に判断する、Ｃ２２
に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記複数のプリコーディングされたＳＲＳベクトルの各々が複数の非周期ＳＲＳセット
のうちの１つに割り当てられる、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ２７］
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットを判断することと、
　前記判断されたＤＣＩフォーマットに対応する前記複数の非周期ＳＲＳセットのうちの
前記１つに割り当てられた前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを前記基地局から
前記モバイルデバイスに送信することと
をさらに含む、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルが、動作条件に基づいて使用のために暗黙
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的に選択される、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記動作条件が、
　サブフレームインデックス、
　アグリゲーションレベル、
　復号候補、
　探索空間、および
　チャネルタイプ
のうちの１つを含む、Ｃ２８に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルが、
　プリコーディングされたＳＲＳベクトル割当て指示、および
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ中に含まれる情報
のうちの１つに基づいて使用のために選択される、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ３１］
　プリコーディングされたＳＲＳベクトルが、前記物理アップリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）のために使用されるプリコーディングに従って使用のために選択される、Ｃ２２
に記載の方法。
［Ｃ３２］
　前記判断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルが、複数のサブフレーム上での
プリコーディングされたＳＲＳの送信を命令する、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記判断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルは、前記プリコーディングされ
たＳＲＳが、前記複数のサブフレームの各々について同じ送信パラメータを使用して送信
されるように命令する、Ｃ３２に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記判断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルは、前記プリコーディングされ
たＳＲＳの一部分が複数のサブフレームの各々上で送信されるように命令する、Ｃ３２に
記載の方法。
［Ｃ３５］
　前記複数のサブフレームが構成可能および所定のいずれかである、Ｃ３２に記載の方法
。
［Ｃ３６］
　前記複数のサブフレームが、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）のための送
信時間間隔（ＴＴＩ）バンドリング動作にリンクされた、Ｃ３２に記載の方法。
［Ｃ３７］
　前記プリコーディングされたＳＲＳが、サウンディングのために使用される復調基準信
号（ＤＭ－ＲＳ）を含む、Ｃ３２に記載の方法。
［Ｃ３８］
　モバイルデバイスにおいて、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信の密度を判断する
ことと、
　前記モバイルデバイスによって、前記判断された密度に少なくとも部分的に基づいてＳ
ＲＳを送信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ３９］
　前記密度を前記判断することが、
　サービング基地局におけるアンテナの数がしきい値アンテナ値を超えること、および
　所定の時間期間にわたって前記ダウンリンク通信の不正確さを検出すること
のうちの１つを含むチャネル状態または干渉状態に少なくとも部分的に基づく、Ｃ３８に
記載の方法。



(7) JP 2016-500982 A5 2016.3.24

［Ｃ４０］
　前記密度を前記判断することが、基地局から受信された構成信号に少なくとも部分的に
基づく、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４１］
　ＳＲＳ送信の前記密度が、第１のＳＲＳ送信と同じサブフレーム中に１つまたは複数の
追加のＳＲＳ送信を含む、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４２］
　ＳＲＳ送信の前記密度が、バンドルされた数のサブフレームにわたるＳＲＳ送信を含み
、ここにおいて、前記バンドルされた数のサブフレームが２つ以上のサブフレームを含む
、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４３］
　前記バンドルされた数のサブフレームにわたる前記ＳＲＳ送信が、
　前記バンドルされた数のサブフレームにわたって前記ＳＲＳ送信を繰り返すこと、およ
び
　前記バンドルされた数のサブフレームの各々にわたって前記ＳＲＳ送信の一部分を送信
すること
のうちの１つを含む、Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４４］
　前記バンドルされた数サブフレームが連続および非連続のいずれかである、Ｃ４２に記
載の方法。
［Ｃ４５］
　前記バンドルされた数のサブフレームが所定および構成可能のいずれかである、Ｃ４２
に記載の方法。
［Ｃ４６］
　ＳＲＳ送信の前記密度が、同じサブフレーム中に１つのＳＲＳ送信を含む、Ｃ３８に記
載の方法。
［Ｃ４７］
　ＳＲＳの前記送信が、上位レイヤ構成または制御チャネル中の情報フィールドのうちの
少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいてトリガされる、Ｃ３８に記載の方法。
［Ｃ４８］
　基地局において、ユーザ機器（ＵＥ）のためのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信
の密度を判断することと、
　前記ＵＥにＳＲＳ送信の前記密度を示すことと、
　前記基地局において、前記ＵＥから前記ＳＲＳ送信を受信することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ４９］
　前記ＳＲＳ送信に基づいて、前記モバイルデバイスへのダウンリンク多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）動作についてのチャネル推定を判断することと、
　前記判断されたチャネル推定を使用して、前記モバイルデバイスにダウンリンクデータ
を送信することと
をさらに備える、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５０］
　前記ＳＲＳ送信が、単一のサブフレーム中で受信された単一のＳＲＳ、および複数のＳ
ＲＳが単一のサブフレーム中で受信されるのうちの１つを含む、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５１］
　前記ＳＲＳ送信が、バンドルされた数のサブフレームにわたって受信された複数のＳＲ
Ｓを含み、ここにおいて、前記バンドルされた数のサブフレームが２つ以上のサブフレー
ムを含む、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５２］
　前記モバイルデバイスからの同じＳＲＳ送信の繰り返し、および
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　前記同じＳＲＳ送信の一部分
のうちの１つを含む、前記複数のＳＲＳが受信される、Ｃ５１に記載の方法。
［Ｃ５３］
　前記バンドルされた数サブフレームが連続および非連続のいずれかである、Ｃ５１に記
載の方法。
［Ｃ５４］
　前記バンドルされた数のサブフレームが所定および構成可能のいずれかである、Ｃ５１
に記載の方法。
［Ｃ５５］
　ＳＲＳ送信の前記密度が、同じサブフレーム中に１つのＳＲＳ送信を含む、Ｃ４８に記
載の方法。
［Ｃ５６］
　受信された前記ＳＲＳ送信が、上位レイヤ構成または制御チャネル中の情報フィールド
のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいてトリガされる、Ｃ４８に記載の方
法。
［Ｃ５７］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　モバイルデバイスにおいて、前記モバイルデバイスの複数の受信機チェーンの各々につ
いて観測された干渉レベルを検出するための手段と、
　前記複数の受信機チェーンについて前記観測された干渉レベルの不平衡を検出したこと
に応答して実行可能な、前記不平衡を示すためにサウンディング基準信号（ＳＲＳ）をプ
リコーディングするための手段と、
　前記プリコーディングされたＳＲＳを送信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ５８］
　前記ＳＲＳをプリコーディングするための前記手段がダウンリンク動作をターゲットに
する、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ５９］
　前記プリコーディングが、前記複数の受信機チェーンのうちの１つまたは複数の不平衡
受信機チェーンのための送信電力を補償するための指示をさらに含み、ここにおいて、前
記指示が前記検出された不平衡に基づく、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記プリコーディングされたＳＲＳが、第１の仮想アンテナポートを使用して処理され
、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳが、第２の仮想アンテナポートを使用して
処理され、ここにおいて、前記第１の仮想アンテナポートと前記第２の仮想アンテナポー
トとが別個である、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記プリコーディングされたＳＲＳと、アップリンク動作をターゲットにするＳＲＳと
が、同じ仮想アンテナポートを使用して処理されるとき、前記プリコーディングが物理ア
ップリンク共有チャネルにも適用される、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６２］
　前記モバイルデバイスにおいて、最大電力のしきい値レベル内の送信電力を検出するた
めの手段と、
　検出するための前記手段に応答して実行可能な、前記モバイルデバイスにおいて前記プ
リコーディングを無効にするための手段と
をさらに含む、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６３］
　干渉が推定される各基準信号について、ダウンリンク動作をターゲットにする追加のＳ
ＲＳをプリコーディングするための手段と、
　前記追加のプリコーディングされたＳＲＳを送信するための手段と
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をさらに含む、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６４］
　基地局から、前記プリコーディングされたＳＲＳに適用すべき前記プリコーディングを
示すプリコーディングされたＳＲＳベクトルを受信するための手段
をさらに含む、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６５］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　基地局によって、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のためのプリコーディングされ
たサウンディング基準信号（ＳＲＳ）ベクトルを判断するための手段と、ここにおいて、
前記判断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルが、
　　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルをＵＥごとに判断するための手段、
　　周波数分割複信（ＦＤＤ）システムまたは時分割複信（ＴＤＤ）システムのうちの少
なくとも１つに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にするための手
段、および
　　非周期ＳＲＳのみに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にする
ための手段
のうちの１つを含み、
　前記基地局から前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに前記判断されたプ
リコーディングされたＳＲＳベクトルを送信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ６６］
　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルがダウンリンク動作をターゲットにする、
Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６７］
　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルが、
　サブフレームインデックス、
　アグリゲーションレベル、
　復号候補、
　探索空間、および
　チャネルタイプ
のうちの１つに基づいて使用のために暗黙的に選択される、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６８］
　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルが、
　プリコーディングされたＳＲＳベクトル割当て指示、および
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージ中に含まれる情報
のうちの１つに基づいて使用のために選択される、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６９］
　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルが、前記物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のために使用されるプリコーディングに従って使用のために選択される、Ｃ
６５に記載の装置。
［Ｃ７０］
　前記判断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルが、複数のサブフレーム上での
プリコーディングされたＳＲＳの送信を命令する、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ７１］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　モバイルデバイスにおいて、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信の密度を判断する
ための手段と、
　前記モバイルデバイスによって、前記判断された密度に少なくとも部分的に基づいてＳ
ＲＳを送信するための手段と
を備える、装置。
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［Ｃ７２］
　前記密度を判断するための前記手段が、
　サービング基地局におけるアンテナの数がしきい値アンテナ値を超えること、および
　所定の時間期間にわたって前記ダウンリンク通信の不正確さを検出すること
のうちの１つを含むチャネル状態または干渉状態に少なくとも部分的に基づく、Ｃ７１に
記載の装置。
［Ｃ７３］
　前記密度を判断するための前記手段が、基地局から受信された構成信号に少なくとも部
分的に基づく、Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７４］
　ＳＲＳを送信するための前記手段が、第１のＳＲＳ送信と同じサブフレーム中に１つま
たは複数の追加のＳＲＳ送信を含む、Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７５］
　ＳＲＳを送信するための前記手段が、バンドルされた数のサブフレームにわたるＳＲＳ
送信を含み、ここにおいて、前記バンドルされた数のサブフレームが２つ以上のサブフレ
ームを含む、Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７６］
　ＳＲＳ送信の前記密度が、同じサブフレーム中に１つのＳＲＳ送信を含む、Ｃ７１に記
載の装置。
［Ｃ７７］
　ＳＲＳの前記送信が、上位レイヤ構成または制御チャネル中の情報フィールドのうちの
少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいてトリガされる、Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７８］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　基地局において、ユーザ機器（ＵＥ）のためのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信
の密度を判断するための手段と、
　前記ＵＥにＳＲＳ送信の前記密度を示すための手段と、
　前記基地局において、前記ＵＥから前記ＳＲＳ送信を受信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ７９］
　前記ＳＲＳ送信に基づいて、前記モバイルデバイスへのダウンリンク多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）動作についてのチャネル推定を判断するための手段と、
　前記判断されたチャネル推定を使用して、前記モバイルデバイスにダウンリンクデータ
を送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ７８に記載の装置。
［Ｃ８０］
　前記ＳＲＳ送信が、単一のサブフレーム中で受信された単一のＳＲＳ、および単一のサ
ブフレーム中で受信された複数のＳＲＳのうちの１つを含む、Ｃ７８に記載の装置。
［Ｃ８１］
　前記ＳＲＳ送信が、バンドルされた数のサブフレームにわたって受信された複数のＳＲ
Ｓを含み、ここにおいて、前記バンドルされた数のサブフレームが２つ以上のサブフレー
ムを含む、Ｃ７８に記載の装置。
［Ｃ８２］
　ＳＲＳ送信の前記密度が、同じサブフレーム中に１つのＳＲＳ送信を含む、Ｃ７８に記
載の装置。
［Ｃ８３］
　受信された前記ＳＲＳ送信が、上位レイヤ構成または制御チャネル中の情報フィールド
のうちの少なくとも１つに少なくとも部分的に基づいてトリガされる、Ｃ７８に記載の装
置。
［Ｃ８４］
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　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
ードが、
　　モバイルデバイスにおいて、前記モバイルデバイスの複数の受信機チェーンの各々に
ついて観測された干渉レベルを検出することを少なくとも１つのコンピュータに行わせる
ためのプログラムコードと、
　　前記複数の受信機チェーンについて前記観測された干渉レベルの不平衡を検出したこ
とに応答して実行可能な、前記不平衡を示すためにサウンディング基準信号（ＳＲＳ）を
プリコーディングすることを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのプログラム
コードと、
　　前記プリコーディングされたＳＲＳを送信することを少なくとも１つのコンピュータ
に行わせるためのプログラムコードと
を含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ８５］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
ードは、
　　基地局によって、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のためのプリコーディングさ
れたサウンディング基準信号（ＳＲＳ）ベクトルを判断することを少なくとも１つのコン
ピュータに行わせるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記判断されたプリコー
ディングされたＳＲＳベクトルが、
　　　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルをＵＥごとに判断することを少なくと
も１つのコンピュータに行わせるためのプログラムコード、
　　　周波数分割複信（ＦＤＤ）システムまたは時分割複信（ＴＤＤ）システムのうちの
少なくとも１つに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にすることを
少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのプログラムコード、および
　　　非周期ＳＲＳのみに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にす
ることを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのプログラムコードのうちの１つ
を含み、
　　前記基地局から前記１つまたは複数のＵＥのうちの少なくとも１つに前記判断された
プリコーディングされたＳＲＳベクトルを送信することを少なくとも１つのコンピュータ
に行わせるためのプログラムコードと
を含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ８６］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
ードは、
　　モバイルデバイスにおいて、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信の密度を判断す
ることを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記モバイルデバイスによって、前記判断された密度に少なくとも部分的に基づいて
ＳＲＳを送信することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるためのプログラムコー
ドと
を含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ８７］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
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ードが、
　　基地局において、前記基地局によってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）のためのサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信の密度を判断することを少なくとも１つのコンピュ
ータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記ＵＥにＳＲＳの前記密度を示すことを少なくとも１つのコンピュータに行わせる
ためのプログラムコードと、
　　前記基地局において、前記ＵＥから前記ＳＲＳ送信を受信することを少なくとも１つ
のコンピュータに行わせるためのプログラムコードと
を含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ８８］
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　モバイルデバイスにおいて、前記モバイルデバイスの複数の受信機チェーンの各々に
ついて観測された干渉レベルを検出することと、
　　前記複数の受信機チェーンについて前記観測された干渉レベルの不平衡を検出したこ
とに応答して、前記不平衡を示すためにサウンディング基準信号（ＳＲＳ）をプリコーデ
ィングすることと、
　　前記プリコーディングされたＳＲＳを送信することと
を行うように構成された、装置。
［Ｃ８９］
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、ワイヤレス通信のた
めに構成された装置であって、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局によって、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のためのプリコーディングさ
れたサウンディング基準信号（ＳＲＳ）ベクトルを判断することと、ここにおいて、前記
判断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルが、
　　　前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルをＵＥごとに判断すること、
　　　周波数分割複信（ＦＤＤ）システムまたは時分割複信（ＴＤＤ）システムのうちの
少なくとも１つに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にすること、
および
　　　非周期ＳＲＳのみに対して前記プリコーディングされたＳＲＳベクトルを有効にす
ること
のうちの１つを含み、
　　前記基地局から前記１つまたは複数の被サービスＵＥのうちの少なくとも１つに前記
判断されたプリコーディングされたＳＲＳベクトルを送信することと
を行うように構成された、装置。
［Ｃ９０］
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　モバイルデバイスにおいて、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信の密度を判断す
ることと、
　　前記モバイルデバイスによって、前記判断された密度に少なくとも部分的に基づいて
ＳＲＳを送信することと
を行うように構成された、装置。
［Ｃ９１］
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　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　基地局において、ユーザ機器（ＵＥ）のためのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送
信の密度を判断することと、
　　前記ＵＥにＳＲＳ送信の前記密度を示すことと、
　　前記基地局において、前記ＵＥから前記ＳＲＳ送信を受信することと
を行うように構成された、装置。
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